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PBLと 図書館の活用

『大学 は100年 先 を考えてつ くられ、図

書館 はその大学 に とっての心臓 です』とは、

米国 ワシン トン大学 のスザ ロ図書館 を築い

た元学長 スザ ロの ことばです。 図書館 は、

大学 に とって大変重 要であ ることを、わか

りやす く表 しています。

本学 でス ター トしたPBL(問 題 に基

づいた学習)は 、3年 前期 の看護 専門領域

にお け る演習 の一部 に導入 され、全 学的

に とりくみ、6領 域すべてが終わった とこ

ろです。PBLと は、「問題(シ ナ リオ と

しての事例)が 提 示 され る→知 る必要の

ある事柄 を確認す る→ それ を学習す る→

それ を適用す るプ ロセ ス」 で展 開 され ま

す。 このア プ ローチ を最 大限 に活 用す る

ために、図書館 の活用がカギ とな ります。

今 回のPBLで も、 図書館 の利用 の仕方

は、 さま ざまで あった こと と思 い ます。

学 生 の感 想 で印 象深 か っ た こ とは 、 「い

ままで本 は沢 山読 んで きた けれ ど、今 回

ほ ど本 と深 くつ きあった こ とはなか った。

こんなふ うに深 く勉 強で きて嬉 しい!」

とい うものです。 私 は、PBLの チュー

タを担 当 していた期 間中は、図書館 で事

教授 野地 有子

例 に関係 す る闘病 記 を読み ま した。 い ろ

い ろな闘病記 が出版 され ていて 、病気 の

体験 につい て医療者 の視点 とは違 った迫

力 ある内容 の ものが多 く、病 に対 峙 した

時 に人 間は どの よ うに反応 し、 どの よ う

に受 け止 めてい くの かが具 体的 に伝 わっ

て きます。

PBLで は、 「自分 の学び た い 内容 を重

視す るの ではな く、まず第一 に 自分が学ぶ

必要の ある内容 を重視 し、問題 を解 決す る

た めに焦点 をあてる必要 の ある課題 を重視

すべき である」といわれ てい ます。そ こで、

学ぶ必要の ある内容 を探す た めに も、図書

館の活用が助 けにな ります。膨大 な資料 の

前 に、何 を どこか ら調 べは じめた らよい の

か戸惑 う場合 もあ るで しょ う。 また 自分 の

求 めてい る情報 に出会 えない場合 もあるで

しょ う。 図書館 には図書館 司書 とい う、情

報探索 の専門家 がお られ るので、相談 しな

が ら一緒 に探 してい くとい う方 法 もあ りま

す。 ア メ リカの大学で は、特 にこのサー ビ

スが充実 してい ます。本 学におい て も、図

書館 を有効 に活用 して、私達 の大学 の心臓 、

ハー トに してい きま しょ う。

※PBL:PrｏblemBased

Learningの 略

PBL授 業風景



連載企画1.書 評

J,ブルーナー著/岡 本夏木 ・仲渡一美 ・吉村啓子訳

『意 味 の復 権-フ ォ ー ク サ イ コ ロジー に向 けて 一』 ミネ ル ヴァ書 房1999

助 教授 堀 良 子

Ｊ.ブルーナーの名前は1963年 に初版された『教育の

過程』の著者 として、ご存知の方も多いのではないだ

ろうか。彼はハーバー ド大学の心理学者でアメリカの

教育改革運動に参加 し、Piaget理 論に基づいて、知的

構造の重視、ラセン型カリキュラムや発見学習の提唱

等を`TheProcessofEducadon"に まとめ教育界へ強

いインパク トを与えた。筆者が教育の道に入 りたての

ころ 「学習レディネス」や 「直感的思考と分析的思考」

など、この本の用語が盛んに使われていたことを思い

出す。1950年 代に人間科学において求められた 「認知

科学」はその後 「情報処理」や 「計算可能性」が認知

の中心課題となっていく中で、最初のスピリットに立

ち返 り、認知科学が捨象してきた 「意味」の問題を探

求することが人間本来の研究に戻る 「再革命」である

と著者は考え、文化心理学として結実させた。「意味」

は個人の中だけでなく、人間が生きる世界の中におい

て 「文化的」に形成されてきたものであり、人はそれ

を共有して生活 している。そして人間は因果関係で説

明できるものでなく、歴史と文化による心の形成をも

って解釈する存在であるとしている。本書は専門家で

ない人間にとっては、訳本であることも加味されてや

や難解であるが、第3章 、第4章 とある家族のス トー

リーを題材にして展開される頃には本の中にすっと入

って、なるほどと思っている自分に気づかされる。

看護学を構成する中心概 念の一つに 「人間」が挙げ

られるが、看護において人間を理解するという時、「生

のス トー リーは、ある特定の人に向かって語 られる時、

深い意味において、語る者と語られる者 との共同の産

物であることは明らかである。 自己は、実在性 とい う

ものについてどのような形而上的立場をとろうとも、

語る者 と語られる者との問の交渉の中にのみ明らかに

され うるのである」と述べているように、理解 しよう

とする者の在 り様が大きく影響することを改めて考え

させ られる。また、看護は対象となる患者を全人的に

理解するというが、目の前に居るその人の姿や状態を

平面的に切 り取って理解するということでなく、文化

的に形成された歴史の中で現在を生きている存在の意

味を解釈する観 点をもつべきである。これ らから、本

書は看護学にとっても大変示唆に富む著書である。

(ISBN:4-623-03018-0

現在品切れのため残念ながら図書館には入っていま

せん。上越市立図書館にあります。)

2003年 度図書館利用統計

2002年 度 2003年 度 増減

開館 日数 272日 272日 0日

入館者総数 65,362人 47,010人
一18

,352人

貸出総冊数 12,574冊 13,146冊 +572冊

学外利用者総数 1,255人 1,434人 +179人

学外者貸出総冊数 780冊 1,212冊 +432冊

2002年 度途 中から、図書館まで行かなくてもイ ンターネ ッ トで医学 中央雑誌や図書館 の蔵書検索

ができるよ うになったこともあ り、入館者は昨年度の70%と な りま したが、貸出総冊数は微増 とな り

ま した。

学外者 の利用は増加 してお り、特に貸出冊数は1.5倍 とな りました。



連載企画2.エ ッセイ

お気に入 りの場所

私 が図書館 を利用す る主 な 目的は レポー ト作

成のための資料探 しですが、テス ト前になると勉

強 のためにも利用 します。資料探 しに関しては、

OPACを 使いキー ワー ドーつで関連す る資料の

名称をい くっか見つけ出 し、その情報に基づき本

棚 に足 を運んでお 目当ての本 を手 に取 るこ とが

できます。OPACの おかげで、欲 しい資料 を求 め

て本棚の前にベ ッタ リと張 りついて、長時間格闘

することはありません。

日々の学習に欠かせ ない存在の図書館ですが、

実は私にとって学内で1、2位 を争 うお気に入 り

大学2年 生 川 口 裕里

のスポ ッ トでもあ ります。なぜな ら図書館は全面

ガラス張 りの造 りで、2階 か らは眼下に関川、遠

くに妙高 山 といつた 自然のパ ノラマが広が りま

す。図書館 に来 ると、 レポー トやテス ト勉強で疲

れた頭の リフ レッシュとかこっけて、ボンヤ リと

外の景色 を眺めて時間 を過 ごして しま うこ とが

よくあ ります。

学習 目的で利用す ることが多い図書館です が、

時にはこの景色を眺めなが ら、何 も考 えず にのん

び り読書す る贅沢 な時間 を過 ご してみたい と思

っています。

すば らしい仲 間(本 たち)との 出会い
大学3年 生 山暗 将太

人間にも 「性格」が存在するように、本にもさ

まざまな 「性格」が存在す るだろう。専門的な言

葉を使 って詳細に教えて くれ る人、要点を簡潔に

伝 えてくれる人、どちらも私に とってすばらしい

出会いであ り、いつ も私を助けて くれる尊い仲間

である。だが 自分の求めている本を探す とい うの

は大変な ことで もある。私たちは現在 さま ざまな

情報に囲まれ、その中で暮 らしている。 さまざま

な情報にもまれ、自分の考えさえ見失いそ うにな

る。そ こで私のすば らしい仲間 との出会いを支え

て くれるのが図書館の検索システム(OPAC)だ 。

3年 生にな り 「PBLチ ュー トリアル」な どの専

門的な学習を行 う際に、いかに自分の今求めてい

るテーマ を探 し出す のか とい うことが必 要にな

った。そ こで図書館の検索システムが非常に役に

立った。特に過去の看護や医療 に関す る雑誌 を探

す際に、内容細 目を見なが らより適切な本を見つ

けることができる。本 との出会いが苦手だった私

にもこのよ うな機 会 を与 えて くれ る検索 システ

ム(OPAC)に 感謝 し、これか らも活用 していき

たい と思 う。

OPAC・ 医学中央雑誌 を利用 してみて

短大に入学 して、初めて助産学研究の講義の中

でOPACの 存在 を知 りました。知ったことで、私

の文献検索は、これ までとは大きく変わ りました。

OPACを 使用す ることで、検索が短時間に出来 る

よ うになっただけでな く、多 くの図書が検索でき

るようになったのです。

また、医中誌 を使用す ることで、過去の論文を

検索す ることができ、その場で論文要 旨が確認 で

きるものもあ り、文献を選択するのにとて も便利

です。医中誌では図書 として発行 されていない最

新 の論文 も2週 間おきに更新 され るので、タイム

短 大 助 産 学 専 攻 仙 夕香

リーな情報を得 ることもできます。

現在、助産学研究のテーマを絞 り込み中の私 に

とっては、自分の興味がある文献が一 目で分か り、

役立っています。

これまで、図書館に行っても自分 が探 している

図書や論文 を探 し当てることができず、諦 めてい

たのが嘘のようです。すでに利用 されている皆 さ

んも多い と思いますが、大いに活用 して、今後 も

レポー ト作成や研 究 を効率的 に進 めてい きま し

ょう。

図書館か ら一言 …OPACと は、OnlinePublicAccessCataloｇ(オ ンラインでの図書館蔵書

検索システム)の 略です。また、医中誌 こと医学中央雑誌は 日本国内最大の医学文献データベ

ースです。文献検索講習 会を行 ったとともあってか、今回はテーマがOPACに 集 中しま した。

講習会のもようは次ペー ジをご覧 くだ さい。
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<<<文献検索講習会を開催しました 〉 〉 〉

今年度前半、下記 の通 り、図書館で文献検索講習会 を開催 しま した。

対 象 日 付 備 考 参加人数

大学3年 生 4/13 PBLチ ュー トリアルに関連 した文献検索講習会 90名

短大助産学専攻 6/3 授業 「助産学研究1」 の一環 10名

短大地域看護学専攻 6/7 授業 「地域看護i学研究」の一環 38名

学内者 ・学外者 7/12・13・14・21初 級 ・中級編(片 方 だけ の参 加可) 70名

新潟県看護職員臨地実

習指導者養成講習生
8/24 本学で開催の講習分 一環 50名

内容は、本学図書館資料の探 し方(OPACの 使い方)、 他の図書館の資料の探 し方 ・利用方法、医学

中央雑誌 など雑誌論文の探 し方 などで、司書が講師をっ とめ、各1時 間半～2時 間で行いま した。

7月 の講習会は、当館の利用者の多い病院お よび新潟県病院図書室研究会加盟館に もお知 らせ した と

ころ、た くさんのご参加をいただきました。ほ とんどが看護師の方の ようで したが、図書室担当な ど事

務系の方 にも何名かおいでいただきま した。

希望の方には講習の前に、館 内見学 ・説明を行い、こちらも多くの方にご参加 いただきました。

下記に、学外の参加者の方からの声 を掲載いた しま した。地域に貢献する図書館 として、今後 も学内

はもちろん、学外者に対 してのサー ビスにも取 り組んでいきたいと思います。

文 献 検 索 講 習会 に参 加 して

立川綜合病院 図書室担 当 相澤 希

7月14日 に新潟県立看護大学図書館で行 われた文献検索講習会に当院職員数名 と参加 させていた

だきま した。学生、県立 中央病院の職員の方な ど20名 程がそれぞれ にパ ソコンの前に座 り、操作 を確

認 しながら検索の指導を受 けることができ、とても分か りやすかった と当院職員 も大変喜んでお りま し

た。私も 日頃の業務を再確認す ることがで き、大変有意義で した。

当院では、毎年看護研究の度に文献検索 ・取 り寄せの依頼が殺到 しますが、設備面 の問題 もあ り、な

かなか看護師に文献の検索方法 を指導することはできません。しか し今 回参加 させていただいた ことに

よ り、本人が検索することの大切 さを実感 できた ように思います。貴図書館 において学外利用者 も含め

た講習会 を開いていただけることは、病院図書室担当者に とっても心強い限 りです。今後 も講習会等が

あ りました ら参加 させていただきたいです し、私達にとって貴図書館がさらに身近 な存在 となって下 さ

います よう、心か ら願 ってお ります。

非常勤職員 金子美奈(か ねこ ・みな)(9-16時 勤務)

こちらで、勤務 させて頂 く事 とな り早い もので5ヶ 月 にな ります。

図書館業務は、初めてでまだまだ不慣れ な点が多いか と思いますが、利用者 の皆様 によ り良いサー ビ

スが出来 ます様、微力なが ら努力 していきたい と思います。

夜間 ・土曜嘱託員 能登宏男(の と ・ひろお)

男ばか りで機械や数字相手の職場を定年まで勤め、再就職先 を探す こと2年 、漸 く、今の仕事 に巡 り

合 えました。全 く違った職種での再出発の為、失敗や失礼 をし、周 りの人に迷惑の掛 け通 しです。 こち

らに来ての驚 きは皆 さんの勤勉 さです。そこで、私の仕事は 「快適 な環境作 り」 と任 じま した。



使 っていますか?図 書館のこんなサー ビス

昨年度の短期大学第9回 卒業生、第7回 修了生か ら、卒業 ・

修了記念品 として返却ポス トを寄贈 していただきま した。

図書館閉館時にエン トランスホール奥に置いてあ ります。

1時 間 目の授業が始まる前、図書館が閉まった後、このポス ト

にご返却 くだ さい。

禁帯出の赤いラベルがついている資料や最新号の雑誌 でも、閉館30分 前か ら翌開館時間まで貸 出が

できます。カ ウンターでお申込み ください。 ※視聴覚資料は対象外です。

後期、実習な どで地域の病院や施設、市町村にお世話になる機会 も増えるか と思います。 「地域資料

コーナー」には、新潟県に関する資料を揃えています。新潟県の統計書、各健康福祉環境事務所や病院

の年報類な どもあ ります。 どうぞご利用 くだ さい。

近 くの上越市立高田図書館にも郷土資 料 コーナーがあ りますので、そち らものぞいてみて くだ さい。

なお、新潟県に関する情報 としては、図書館 ホームーペー ジの リンク集 「地域情報」にも関連サイ ト

をまとめてあります。 こちらもご利用 ください。

隣の 「本学資料コーナー」には、過去の実習 レポー トなどもあ ります。

場所は1階 一番奥 の壁際(紀 要棚隣)、 禁帯出のシールが貼ってあるもの以外は貸 出できます。

探 している資料が図書館になければ、あきらめていませんか?図 書館 にはこんなサー ビスがあ ります。

(1)リ クエス ト

申込用紙 と箱は図書館の入 り口にあ ります。毎月の図書委員会で購入の可否を検討 し、掲示 します。

なお、一般書(小 説な ど)は 、上越市立図書館 もご利用 くだ さい。

(2)取 り寄せサー ビス

他 の図書館か ら必要な資料を取 り寄せ ることができます。送料 ・複写料金等は実費負担 にな ります。

図書館カ ウンターでお申込みくだ さい。

あの記事、確かに見たはずなんだけど… と新聞を何 日分もめくった経験はありませんか?当 館では読売新聞

記事検索データベース 「ヨミダス」を契約 しています。図書館ホームページリンク集の新聞記事検索からご利用く

ださい(学 内限定です)。

なお、インターネッ ト上で無料で記事が検索できる新聞を図書館ホームページのリンク集にまとめてあります。

ぜひお使いになってみてください。

図書館では新潟日報 ・上越タイムス ・朝日新聞 ・読売新聞 ・毎日新聞 ・DAILYYOMIURIの6紙 を購入・3年

保存しています。前日発行以前の今年の分は移動式書架にあります。

昨年、一昨年発行分は閉架書架にありますので、カウンターでお申込みください。



寄 贈 者 名 簿 《2003年 稔 月 －2004年8月 受 入 分)

下配のみなさまに図書をご寄贈いただきました、大変ありがとうございました。
〈あ行〉
会津大学
会津大学短期大学部
秋山智哉
有森直子く聖路加看謹大学)
医学芸衛社
医学書院
稲田明夫
愛媛県立医療技術短期大学
蝦名美智子く神戸市看護大学)
園城寺康子(聖路加看護大学)
大阪市立学衛惰報総合センター一
大阪女子大学
岡山集立大学
岡山県立大学短期大学部

〈か行〉
神奈川県立衛生短期大学
鹿屋体育大学
河原和夫(東京医科歯科大学)
北里大学附属北里保健徳生専門学院
京都大学医学部
京都大学医療技術短期大学部
京都大学高等教育研究開発推進センター
岐阜市立女子大学
熊本県立大学
敬和学園大学人文社会科学観究所
高知女子大学看護学会
高知女子大学看護学部
高知女子大学保育短期大学部
神戸市外国語大学
高齢者痴呆介護研究・研修東京センター
国際学園
国際運合大学
国立国語研究所
国立大学入学者選抜研究連絡協議会
国土地理協会
こども未来財団

〈さ行〉
済生会
埼玉県立大学
齋藤訓子〈日本看護協会)
佐々木美佐子
滋賀県立短期大学
自治医科大学看護学部
島根県立島根女子短期大学
社会経済生産性本部
順天学園
順天堂医療短期大学
上越教育大学
上越市
上越市役所
人権教育啓発推進センター
水流聡子(東京大学大学院工学系研究科)
総務省統計硬究所
セコム科学技術振興財団

洗足学園
総務省統計研究所

〈た行〉
竹内敏晴
田村憲治

大学基準協会
大学評価・学位授与機構
千葉大学看護学部
長寿社会開発センター
筑波大学産学リエゾン共同開発センター
都留文化大学
東海大学
東北大学
富山医科薬科大学

〈な行〉
内外学生センター
中島紀惠子
長岡赤十字病院
長岡短期大学
長崎大学医学部
長野県看護大学
名古屋市立女子短期大学
名古屋大学医学部保健学科
奈良県立大学
新潟県
新潟県糸魚川健康福祉事務断
新潟県柏崎健康福祉 務所
新潟県看護協会
新潟県教育庁総務課
新潟県教育庁保健体育課
新潟県国民健康保健団体連合会
新潟県産業労働部労政雇用課
新潟県三条健康福祉環境事務所
新潟県新発田健康福祉環境事務所
新潟県上越健康福祉環境事務所
新潟県女性財団
新潟県総合政策部市町村課
新潟県総合政策部地域政策課
新潟県総合政策部統計課
新潟県成人病予防協会新潟県体育協会
新潟県十日町健康福祉事務所
新潟県病院局
新潟県福祉保健部
新潟県巻健康福祉事務所
新潟県村上健康福祉事務所
新潟県村上地域振興局健康福祉部
新潟県六日町健康福祉環境事務所
新潟集立看護大学FD委曼会
新潟県立中央病院附属看護専門学校
新潟県立図書館
新潟県国際交流協会
新潟国際惰報大学
新潟産業大学
新潟青陵女子短期大学
新潟大学
新潟大学医学部附属助産婦学校
新潟大学院現代社会文化研究科
二階堂学園
日本医療情報学会
日本衛生検査所協会
日本看護学教育学会観究プロジェクト
日本看護協会
日本看護協会出版会
臼本看護系大学協議会
日本障害者高等教育支援センター
日本私立看護大学協会
日本赤十字武蔵野短期大学
日本篤志献体協会
日本図書館協会
日本難病看護学会
日本福祉大学
日本リハビリテーション看護協会
日本老年医学会
日本ユネスコ協会連盟
ヌーヴェルヒロカワ

〈ま行〉
松田愼也
丸山美知子

(五十音順 敬称略)

〈は行〉
兵庫県立看護大学
ファイザーヘルスリサーチ振興財団

福岡女子大学
藤田保健衛生大学衛生学部
放送大学学園
北海道大学

6

宮崎公立大学

武庫川 学院

文部科学 省
文部科学省国際騰発協カ

サポート・センタープロジェクト
文部科学省生涯学習政策局
メデイカ出版

メディクメディア

〈や行〉
山形大学医学部看護学科卒業生講査班
山梨県立女子短期大学
山本あい子（兵庫県立看護大学)
山本淳子
横浜市立大学看護短期大学部
薬害HIV感染被害者(遺族)

生活実態調査委員会
吉山直樹

〈アルファベツト〉
IDE(民主教育協会)
TECOM

〈新規 受入紀 要 〉
秋田県立大学総合科学研究彙報
安全医学/

日本予防医学リスクマネージメント学会
岡山県立大学保健福祉学部紀要
看護研究/新潟県立がんセンター新潟病院
看護研究集録/けいなん総合病院看護部
看護研究集録/新潟県小出病院
看護研究集録/長岡赤十字病院
看護研究発表集録/新潟県立中央病院看護部
京都大学高等教育研究
岐阜県立麿護大学紀要
研究紀要/びわこ成践スポーツ大学
高知女子大学看護学会誌
高等教育ジャーナル/

北海道大学高等教育機能開発センター
埼玉県立大学紀要
惰報教育方法研究/私立大学惰報教育協会
上武大学麿護学研究所紀要
人文社会科学研究所年報/敬和学園大学
大学入試ジャーナル
大学入試研究の動向
新潟県放射線監視センター年報
新潟県立吉田病院研究・業績集
長岡赤十字病院医学雑誌
長岡大学地域研究センター年報
人間看護学研究/滋賀県立大学人間看護学部
保健師活動実践集/

ニ市北蒲原郡行政保健師連絡会

福岡県立大学看護学部紀要

図書館 だ よ り 第15号

2004年9月8日 発 行

編 集:図 書委 員会

発 行:新 潟 県立看 護 大学 図 書館
・短 期 大学 図書館

〒943-0147上 越市 新 南町240番 地

TE:L(025)-526-1169(直1重)

E-mailtosyo@niigata-cn.ac.jp

URLhttp://lib.niigata-cn.ac.jp


